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位置・降雨の概要
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この図は国土地理院の基盤地図情報より作成.
等高線は50m間隔．図中の数値の単位はm．
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Analise with “Hydrological Statics Utility” by Japan Institute of Country-ology and Engineering. 
(http://www.jice.or.jp/tech/software/rivers/hydrology/programdl/dl?questionnaire=software_dl02)

Gumbel distribution Gumbel distribution

87.4mm/h
84.7mm/h
81.0mm/h

400 93.7mm/h
81.8mm/h
79.2mm/h
75.5mm/h



奈良ケ谷川・妙見川で
の土砂・洪水氾濫
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土砂移動範囲と砂防堰堤・治山ダムの位置
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朝日航洋株式会社提供オルソ写真（2017年7月13日撮影）から土砂移動範囲を読み取った．
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堆砂勾配（洪水勾配（動的平衡勾配））
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堆砂勾配（洪水勾配（動的平衡勾配））
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奈良ケ谷川下流域での土砂・洪水氾濫
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出典）https://youtu.be/r3Gtbmnr8tw
に加筆

• 土砂が住宅地内で堆積した．
• 流木は下流の住宅地まで到達し堆積した．

https://youtu.be/r3Gtbmnr8tw


妙見川下流域での土砂・洪水氾濫状況
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朝日航洋株式会社提供 2017/07/13(平29)撮影

• 土砂は住宅地内で堆積した．

• 流木は流路沿いに堆積していたが，下流の住宅地
まで到達しなかった．



避難の実態

14



15

出典）厚井高志、長井義樹、菊井稔宏、小林拓也、大野宏之、城ケ崎正人、野呂智之、水野秀明、田中淳（2020）：平成29年7月九州北部豪
雨における土砂移動現象の時空間分布の推定と避難実態、砂防学会誌Vol.73、No.3
、p.54-59

赤谷川流域
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出典）厚井高志、長井義樹、菊井稔宏、小林拓也、大野宏之、城ケ崎正人、野呂智之、水野秀明、田中淳（2020）：平成29年7月九州北部豪
雨における土砂移動現象の時空間分布の推定と避難実態、砂防学会誌Vol.73、No.3
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赤谷川流域
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出典）厚井高志、長井義樹、菊井稔宏、小林拓也、大野宏之、城ケ崎正人、野呂智之、水野秀明、田中淳（2020）：平成29年7月九州北部豪
雨における土砂移動現象の時空間分布の推定と避難実態、砂防学会誌Vol.73、No.3
、p.54-59
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まとめ

• 支川では、河床勾配が16～20度程度であったこと
から、土砂移動は土石流の形態となる条件であっ
た。

• 本川では、河床勾配が3度程度であったことから、
土砂移動は土砂流あるいは掃流の形態となる条
件であった。

• 土石流は支川から本川に流れ込み、土石流堆積
区間よりも緩い勾配の、下流の住宅地まで流れ込
んだ。（土砂・洪水氾濫であった。）

• 土砂移動現象が生じた後もしくは被害が発生した
後に、避難行動をとり始めた住民の方が多かった。
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